
愛知中だより薫風
２０１７，９月号 ２学期を迎えて H29.8.31 文責 :浅居豊

【本校教育目標】 自ら学び､考え､他を思いやる 心豊かでたくましい生徒の育成

【校訓】 知を愛し 人権を尊び 連帯に生きる人 ～当たり前のことを､当たり前にやりきる生徒～

夏休みの３９日間を自発的に活動し，元気にがんばれたことを自信に、収穫の２学期にしよう｡

笑顔と充足感あふれる夏の活動でした！ ８／５(土) 夕刻、

１学期の終業式で全校生徒に紹介した７／１５ 中部日本コンクー

(土)、花火大会後の本校生徒による自発的なゴミ ル金賞の吹奏楽部が

拾い｡中学生のボランティア精神と活動に感服した 保愛館夏まつ り大会

とのお礼の手紙が届きました｡ で演奏し、オープニン

８／１８ (金) グを盛り上げました｡

トイレ掃除に学

ぶ会では２ ２ ０ ＊始業式では

人 を 超 え る 多 こんな話をしました｡（要約）

数の参加者が … 自分で決めた計画に沿って、主体的に行動する３９日

集い、黙々と目 間にでき、多くの収穫を得た夏休みだったと思う。今年も

前の便器を磨 部活動や質問教室などの勉強会に多くの人が登校して、

きながら、同時 頑張っている姿を見ることができた。…… トイレ掃除に学

に自身の心 を ぶ会や環境美化作業に参加した多くの生徒の自発的なが

磨き、心身ともに鍛えていました｡ んばりで、気持ちよく２学期を迎えられた｡

８／２６ (土)、環境美化作業では、多数の保護者 部活動では「目標・思いを強く念じてがんばれば、その

と生徒、教員が参加して校地内美化に励みました｡ 思いは必ず叶う｡｣と壮行会で話したとおり、どの部も活動

おかげ様で、 の集大成にふさわしく、ねばり強く競い、大きな成果を残し

校舎内外が き た ｡…特に、全国大

れいになりまし 会に出場した柔道個

た｡…行事に参 人の田中聖也さんと

加・体験してみ 久保市璃子さんの頑

て分かることが 張りには敬意を表し

た く さ ん あ り ま たい。私もブロックや

す｡様々な人の繋がりで「今がある」ことに感謝し 県大会、そして京都を舞台とし

て、９月７日(木)に予定の体育大会に向けても、笑 た近畿大会では３日連続の応

顔で取り組みながら、心を磨いていきましょう｡ 援で生徒の勇姿を観ることがで

きた。より高い目標の (左面へ)

達成に向けて、更なるがんばりをみせる本校生徒 ①がんばる目標を決めて、

の堂々とした姿を観戦できたことが、嬉しい夏の思い出 目標を１つずつ達成していく

となった｡… そして、何よりもみんなが命を大事にして、 喜びを味わうこと。…

健康的に過ごせたこと。大きな事故もなく、夏休みを終 ②「当たり前のことを、当たり前

えて一段とたくましくなった生徒に今、出会えていること にやりきる愛知中生徒」をめざすこと。…特別なことでは

がとてもうれしく､大きな喜びを感じている。… ない｡ 冷静に考えながらみんなで挑戦しよう。

今日から２学期。「すべてに実りを実感できる」収穫の ③人を傷つける乱暴な言葉は避け，「美しい言葉づかい｣

学期。２学期は、愛知中生徒がさらに飛躍をする学期。 を意識すること。

…いじめや暴力が無く、みんなで助け合って、２学期の 今はどんなときか､そのために何をすべきなのか、常に

学校生活を豊かなものにするために、次の３つを大事に 考えた言動がとれる「かしこい人」をめざして、友だちと学

生活してほしい。 校生活の中で訓練をしていく２学期にしよう。



回顧！ 部活動 最後の夏 （抜粋） 近畿大会出場
水泳

100ｍ自由形

木村遥敬 さん

(8/8 西京極・

京都アクアリーナで) ＊華麗な泳ぎで自己ベストの

タイムを更新して最後の夏を終えました｡

女子ソフト部 県ベスト８
＊ ブロック大会

近畿大会出場 ・ 柔道部 男子団体 では序盤に大量

(8/8 京都市武道センターで ) ＊１回戦で京都に リードされるも、

勝ち、近畿大会では念願の２回戦進出を果たしました｡ コツコツと加点 ｡

近畿大会出場 最後まであきら

新体操 個人 めない粘リ強さが

竹山星菜 さん 光った好試合の

(8/6 向日市体育館で) 連続。県大会で

＊２年連続出場。今年 はベスト８に輝き

は写真のフープとボー ました｡ (7/27 28皇子山公園グラウンドで）

ルの２種目ともノー・ミス

で演技を終えました｡ 男子バレー部 県３位 (7/27 28 守山市民体育館で）

＊春・夏とも県３位の

女子バレー部 ５年ぶりの県大会出場｡ 実力チーム。近畿大

(7/27 野洲市総合体育館) 会出場をかけた準決

＊試合前に円陣 を組 勝はとても見応えの

み、会場内に響かせた ある好ゲームでした｡

本校の校歌｡ 聞けて感

動しました｡ 県大会で 8/7 近畿大会出場

は惜敗しましたが、保護 柔道部 個人
者会の声援は会場内に (京都市武道センター )

鳴り響いていました｡ ＊田中聖也 さ ん

女子卓球部 団体 ＊山下大輔 さん

県ベスト ８ 試合に影響の大きい光と風(気流)を完全 ＊中島碧登 さん ＊久保市璃子 さん

にシャットアウトした体育 *出場した4人、それぞれ大健闘しました｡

館内は蒸し風呂状態。

集中力を維持して勝ち 8/24 25 全国大会 柔道個人 (福岡県)

進み、ブロックでは団体 ＊田中聖也 さん ベスト１６

優勝｡県大会ベスト８。個 ＊久保市璃子 さん ベスト３２

人戦も県大会に４人が進 ＊２名とも大舞台で健闘され、夏を終えました｡

み、活躍しました｡

剣道部 女子団体 県４位 速水峰子 先生健闘しました｡

ひとこと！ お帰りなさい｡３年間

ご家族が会場に駆けつけて、子どもに精一杯声援を送ら の育児休業を終えて、

れている姿に、感銘を受けました｡何よりも、我が子を思って 復帰 を さ れ ま し た ｡早

行動をとる親の一生懸命さが、子どもの心にもストンと落ち、 速、始業式で生徒に自

子どもに大きな力を発揮させる原動力になっていることを再 己紹介をされました｡

確認できた夏でした｡ … 皆さんのご声援に感謝します｡ よろしくお願いします｡




